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１ 研究テーマ 

ＡＩと人間の「感情」の違いを考える情報モラル授業の実践 

〜中学２年生 ＡＩのやさしい返事と人間の共感を比較して〜 

２ 研究概要 

(1). 主題設定の理由 

近年、対話型生成ＡＩ（以下、ＡＩ）は急速に普及し、学校教育においても「使うか使わないか」を議論

する段階から、「どのように安全に適切に利活用するか」を考える段階へ移ってきている。 

また、青少年の利用実態を見ても、ＡＩはすでに身近な存在となっている。総務省による「2025年度 青

少年のインターネット・リテラシー指標等に係る調査」では、ＡＩについて「使ったことはない」と答えた

者は、中学生は 15.9%、高校生は 12.6%だった。学研教育総合研究所による白書シリーズ 2025「中学生の日

常生活・学習に関する調査」では、ＡＩを「使っている」人の割合は、中学生は 43.2%、高校生は 73.7%だ

った。同調査によると、利用目的の上位は「情報収集のサポート」「宿題・勉強の手助け」であった。さらに

高校生では 3 位に「悩み相談・カウンセリング」が挙がっており、ＡＩが学習支援の道具であるだけでなく、

感情面に関わる相談相手としても使われ始めていることが分かる。ＡＩは、やさしい言葉や共感的な表現を

返すことができるため、生徒にとって「自分をわかってくれる存在」のように感じられる場面も生まれてい

ることが分かる。 

調査によって数字に違いはあるが、中高生がすでに何かしらの形でＡＩを利用しており、学習のみならず

感情面でも中高生にとってＡＩが身近な存在となっていることが分かる。しかし、ＡＩは人間のように感情

や身体感覚、生活経験をもって相手に寄り添っているわけではない。そこで、「ＡＩのやさしい返事」と「人

間の共感」との違いを考えることによって、生徒がＡＩを利用したり、人に相談したりする場面を自ら適切

に選択できるようにしたいと考えた。 

(2). 生徒の実態について 

 本学級の生徒でアンケートに回答した 31 人のうち、生成ＡＩを「よく使う」11 人（35.5%）、「時々使う」

15 人（48.4%）で、合わせて 26 人（83.9%）が日常的に利用しており、総務省の調査と同様の傾向が見られ

る。利用目的の上位も「調べ物」27人（87.1%）、「宿題や勉強」12人（38.7%）であり、３位には「暇つぶ

しや会話」9 人（29.0%）だった。また、「悩みや気持ちの相談」にも 6 人（19.4%）の生徒が利用している。

これらのことから、感情面にかかわる相談相手として利用している生徒がおり、学研教育総合研究所の調査

における高校生に近い傾向が見られ始めている。また、「ＡＩと話すと気持ちが楽になるか」については、「よ

くある」４人（12.9%）、「少しある」６人（19.4%）と、一定の心の軽さを感じており、「ＡＩが自分の気持

ちをわかってくれていると感じるか」については、「強く感じる」１人（3.2%）、「少し感じる」10人（32.3%）

で、少なくない生徒が「わかってくれる感じ」をもっている。 
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(3). 目指す生徒像について 

ＡＩと人間の、返答や感情の違いを理解し、人間とＡＩそれぞれのよさと限界を踏まえて適切に利活用して

いこうとする生徒 

(4). 研究の仮説と手だて 

目指す生徒像に迫るために，次の仮説を立てて検証することにした。 

仮説 ＡＩの共感的な返答と人の感情の違いを、具体的な場面や例で比較して考えたり、言語化したりする場

面を設定すれば、ＡＩと人間の感情の違いを理解し、適切な関わり方を考えることができるだろう。 

手だて① ＡＩの共感的な返答と人の感情の違いに気付かせるために、ＡＩの基本的な仕組みについて学んだ

上で、両者の返答の感じ方を比較する場を設定する。 

手だて② ＡＩとの適切な関わり方を考えさせるために、人間とＡＩの特性について言語化したり、どちらに

相談するとよいか評価したりする場面を設定する。 

単元計画（３時間完了） 

学 習 課 題 学  習  活  動 時間 

私たちとＡＩはどのよう

に関わっているだろうか 

全校一斉の情報モラル授業（授業者：矢作北中学校学習情報主任） 

・生成ＡＩの基本的な仕組みや、一般的なルールと法律を知る。 

１ 

ＡＩと人間の「感情」① 

ＡＩも「やさしさ」をも

っているのだろうか 

・事前アンケートから、感情面でＡＩを利用する人がいることを知る。 

・悩みを相談した時の返答例を通して、「人間の返答」と「ＡＩの返答」

の感じ方を比較する。 

・「やさしい」返事と「気持ちのこもった」返事の違いを考える。 

・ＡＩも人間と同じようなやさしさをもっているのか考える。 

１ 

ＡＩと人間の「感情」② 

人間の「やさしさ」には

あって、ＡＩの「やさし

さ」にはまだないものっ

てなんだろう 

・「やさしさ」とは何か考える。 

・人間の「やさしさ」にはあって、ＡＩの「やさしさ」にはないものを

考える。 

・相談内容別に、だれに相談するのが適切か、これからのＡＩとの付き

合い方を考える。 

・本単元全体の学習を振り返る。 

２ 

 

３ 抽出生徒について（事前アンケートの結果から） 

生徒Ａ…日常生活でもＡＩをよく使う生徒である。ＡＩには勉強や調べ物以外にも、「暇つぶしや会話を楽し

むとき」「悩みや気持ちを相談するとき」にも利用している。悩みがある時の最初の相談相手は「家

族」とする一方で、ＡＩと話すと気持ちが楽になることが「よくある」と感じ、ＡＩは自分の気持ち

を分かってくれていると「少し感じている」。これからの生活の中でＡＩを頼ることが多くなりそう

な生徒Ａが、ＡＩとの適切な心理的な距離感を考え、活用の仕方を考えていってほしい。 

生徒Ｂ…日常生活でもＡＩをよく使う生徒である。「悩みや気持ちを相談するとき」を利用目的の一番に選択

しており、悩みがある時の最初の相談相手は「ＡＩ」と答えるほど、ＡＩを感情面で積極的に利用し

ている。しかし、ＡＩは自分の気持ちを分かってくれているとは「あまり感じていない」。感情面で

の利用の多い生徒Ｂが、ＡＩと人間の違いを考えることで、これからのＡＩとの関わり方を考えてい

ってほしい。 
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４ 実践の様子 

第１時 私たちとＡＩはどのように関わっているだろうか （全校一斉授業：授業者 小出達也教諭） 

 本校学習情報主任の小出達也教諭による、全校一斉の情報モラル授業として、ＡＩの基本的な知識や利用時

のルールを学習した。この授業で、「入力されたプロンプトに応じて、ＡＩは膨大なデータから予測した結果

を出力している」というおおまかな仕組みを生徒たちは理解した。小出教諭の授業では、「『むかしむかし』と

いう言葉の後には『あるところに』が続く可能性が高い。この可能性の高い答えを、学習内容から予測して返

答しているのがＡＩ」という説明があった。ＡＩが大量のデータからもっともらしい予測をして、文章を生成

しているという仕組みを知ることは、ＡＩの感情について考察していくにあたって重要な基礎理解となる。  

 

第２時 ＡＩも「やさしさ」をもっているのだろうか 

 導入では、事前アンケートをもとに、本学級のＡＩ利用の状況を生徒に共有した。「勉強以外も相談したこ

とがある」52％、「ＡＩと話すと気持ちが楽になる」32％、「ＡＩは自分の気持ちをわかってくれている」35％

という結果については、生徒 B をはじめとして納得して頷く生徒もいれば、「そんなに！」と驚く生徒もおり、

ＡＩの利用についてはまさに感情面での利用については両者入り乱れている様子が反応からも伺えた。しか

し、「ＡＩは友達のような存在になりえるか」肯定派 16％・否定派 77％という結果については「たしかに友達

とは違う気がするんだよな」という意見が出て、それに同意するつぶやきも後に続いた。このように、生徒の

実態は「ＡＩは便利で、勉強や調べ物以外にも相談に使うこともある」という一方で、「人間の友達とは違う

存在」と捉えている生徒が多いことが全員で共有することができた。そこで教師は「友達にはなりえないと思

っているけど、気持ちの面で頼りにしていて気持ちが楽になる人がいるのも事実だよね。どうしてだろう」と

切り返し、本時の課題である「ＡＩも『やさしさ』をもっているのだろうか」へと繋げた。 

 次に、３つの場面における返答例を生徒たちは比較した。 

場面①テストで思ったよりも悪い点を取って落ち込んでいる時 

返答Ａ 
それはつらかったよね。がんばったのに成果が出ないと、しんどいよね。よかったら今回うまくいかなかったところを一緒に整

理してみよう。 

返答 B そうだったの。昨日もがんばってたの知ってるから、余計くやしいよね。一緒に復習しよう。 

返答Ｃ 次があるでしょ。 

場面②友達とケンカして、もやもやしている時 

返答Ｄ 仲がいい相手ほど、ぶつかった後って、苦しいよね。よかったら、何があったか順番に教えて。 

返答Ｅ あー、それはしんどいね。昨日から元気なかったし、気になってた。二人はいつも仲がいいから、もっとつらいよね。 

返答Ｆ そのうち仲直りできるでしょ。 

場面③グループに入りにくくて、一人浮いている感じがする時 

返答Ｇ それはさみしかったよね。自分だけ置いて行かれたように感じると苦しいよね。どんなときにそう感じたの？ 

返答Ｈ 今日も一人で移動してたよね。見てて気になった。今度の移動教室、私のところにおいでよ。一緒に移動しよう。 

返答Ｉ 気にしすぎじゃない？ 

 返答Ａ,Ｄ,Ｇは、一般的に「ＡＩ的な返答」と感じやすい例として設定している。つらさや苦しさへの共感

的な反応から、出来事についての追加の情報を収集し、整理する傾向が強い返答であり、ＡＩとのやり取りで

よく見かける返答であり、実際にＡＩが返答してきた文書を基に作成した。返答 B,Ｅ,Ｈは、一般的に「自分

のことを知っている、人間的な返答」と感じやすい例として設定している。共感的な反応を、相談者の置かれ

ている具体的な状況を「見た」者としての返答である。返答Ｃ,Ｆ,Ｉは、一般的に「人間的ではあるが温かみ

の感じにくい返答」と感じやすい例として設定している。共感的な反応はなく、短文で素っ気なく感じる返答

として設定している。しかし、今回は「やさしさという感情は受け手側の受け取り方によってその有無や程度

が決まる」ことも生徒には気付いて欲しいと考えたので、いずれも生徒には「ＡＩの返答」「人間の返答」と

は明示せずに提示することとした。 
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 これらの返答について、どんな印象を感じるか考えさせた。生徒Ａ,B ともに時間の制約上、記述の済んでい

ない箇所がある。 

資料①は、生徒Ａの記述である。生徒Ａは返答Ａ,B,Ｄ,Ｅについて、優しさを感じており、「嬉しい」「頼り

になる」と感じている。一方で資料Ｃは「次があるのは間違ってないけど話聞いて欲しい。相談する相手間違

えた」と感じている。 

資料②は、生徒 B の記述である。返答Ａ,B,Ｄ,Ｇ,Ｈには好意的な印象を抱いていることが分かる。返答Ｆ,

Ｉには、相談したことを後悔するような記述が見られる。しかし、返答Ｃについては「納得。勇気をもらえる」

と感じている。 

次に、感じ方を「安心する返

事」「そっけない返事」「人間っ

ぽい返事」「ＡＩっぽい返事」に

分類する活動を行った。 

生徒Ａは返答Ａ,Ｄ,Ｇ,Ｈに

「安心」を感じている。特に、

生徒Ａは「ＡＩ的な返答」であ

る返答Ａ,Ｄ,Ｇに安心感を得ている。「人間的な返答」は返答Ｈだけであった。さらに、返答Ａ,Ｄ,Ｇは「ＡＩ

っぽい返事」に分類しており、事前アンケートからもわかったように、ＡＩと判断しながらも、ＡＩの共感的

な返答について好意的な印象を持っている。 

生徒 B は返答Ａ,Ｃ,Ｄ,Ｇ,Ｈに「安心」を感じている。生徒 B は「ＡＩ的な返答」である返答Ａ,Ｄ,Ｇに加

え、「人間的な返答」から短文の返答Ｃ、長文の返答Ｈも選択している。生徒 B も生徒Ａと同様に、返答Ａ,Ｄ,

Ｇは「ＡＩっぽい返事」に分類しており、ＡＩと判断しながらも、ＡＩの共感的な返答について好意的な印象

を持っている。 

一方で、生徒Ａ,Bのように多くの生徒が返答Ｃ,Ｆ,Ｉは「そっけない」「冷たい」と感じたようである。しか

し、生徒Ａ,B をはじめとして、ＡＩの利用に慣れている生徒は「ＡＩっぽくはない」とも授業でつぶやいてお

り、「ＡＩ＝冷たい」ではなく、むしろ人間の方が冷たい対応をとることを全員で再確認することができた。 

 そこで、「人間っぽい返事とＡＩっぽい返事は何が違う？」という発問をし、各自の考えをまとめさせたと

ころで、チーム内での意見交換の時間を取った。 

資料① 生徒Ａの各返答への印象 

資料② 生徒Ｂの各返答への印象 

 

資料③ 生徒Ａによる分類 資料④ 生徒 B による分類 
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 生徒Ａと同チームの生徒Ｃは「人間

っぽい返事は、自分の気持ちに寄り添

ってくれたり、相談にのってくれるけ

ど、ＡＩっぽい返事は、（細かいこと

を）相談してないのに自分の気持ちを

分かりすぎている」という意見を、生

徒Ａに伝えた。その結果、授業の振り

返りでは、「ＡＩは優しさがあるとは

いえ優しすぎるからたくさん共感し

てくれて、もし自分が悪いことをして

いたとしても気づかないことがある

かもしれないからそれが本当の優し

さではないんじゃないかなと思いました」（※１）とまとめている。事前アンケートでＡＩの共感について好

意的だった生徒Ａが、その限界に気付いた場面であると捉えることができる。（資料⑤） 

 生徒 B は「ＡＩは課題解決のために相談に乗り、人間は寄り添いを重視している」と考えた。一方で、授業

の振り返りでは、ＡＩは「優しさをもっている」と考えており、ＡＩの共感的な反応を人間の感情的な「やさ

しさ」と混同している様子が見られた。（資料⑥） 

 他の生徒についても、ＡＩはやさしさをもつ、もたないの意見が入り乱れており、次時の課題となった。 

 

第３時 人間の「やさしさ」にはあって、ＡＩの「やさしさ」にはまだないものってなんだろう 

 導入では、前時に曖昧だった「やさしさ」について、全員で共通理解を図った。

本授業において「やさしさ」とは「どんなことがあっても励ましてくれること」

「思いやりの気持ち」「寄り添ったり、時には怒ったり、相手を思って行動する

こと」というようなものであると、生徒の意見をもとに定義した。また、前時の

授業で返答例が「人間」「ＡＩ」どちらのものだったかをそれぞれ生徒たちに明

かした。ＡＩの返答に対しても「やさしさ」を感じる人が多くいることを踏まえ

て、「人間の『やさしさ』にはあって、ＡＩの「やさしさ」にはまだないものはな

にか」を考えさせた。 

 生徒Ａは、人間の「やさしさ」には「自分の経験」があると考えた。ＡＩの共

感に好意的だった生徒Ａが、人間ならではの価値として経験に着目するようにな

った。（資料⑦） 

生徒 B は「思いやりの気持ちや気遣いの気持ち。相手を思いやったり、相手の

気持ちに寄り添う、同情、相手の気持ちを考える力」があると考えた。一方で、

ＡＩの「やさしさ」にはまだないものとして「思いやり。感情」と考え、だから

こそ「解決策やアドバイス重視になる」と結論づけた。（資料⑧） 

考えたことをチームで共有した後に、人間とＡＩのそれぞれの「やさしさ」の特徴について、学級で意見交

換を行った。第１時で学習したように、生徒たちは「ＡＩの返答はネットなどの膨大なデータを収集・検索し

て、整理して出力したものであり、全体的に相談者を肯定する傾向がある」などの意見が出た。一方で、「人

間は自分の見たことや聞いたこと、経験を踏まえながら寄り添う傾向がある」という意見が出た。 

さらに、「ＡＩにはできなくて、人間にはできる「やさしさ」とはなんだろう」と発問すると、「自分を犠牲

にしてでも相手を守ること」「自分の経験で話をすること。ＡＩは知識があっても経験はしていない」「相手に

なったつもりで相談に乗ること」という意見が挙がった。さらに「こうしたところがＡＩにはできない、人と

しての厚みがあるということだと思う」と答えた生徒もいた。 

資料⑥ 生徒 B の第２時の記述 資料⑤ 生徒Ａの第２時の記述 

資料⑧ 生徒 B の第３時の記述Ⅰ 

資料⑦ 生徒Ａの第３時の記述Ⅰ 

※１ 

※２ 
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最後に、場面ごとに誰に相談するか、これからＡＩをどう利用していきたいか、まとめの活動を行った。 

生徒Ａは「ちょっとした気持ちの整理」はＡＩ、「深い悩み」は人間、「苦しい気持ち」はどちらもありと答

えた。基本的には簡単な相談でＡＩを活用したいという思いを持つようになった。（資料⑨） 

生徒 B は「ちょっとした気持ちの整理」は人、「深い悩み」はどちらもあり、「苦しい気持ち」はどちらもあ

りと答えた。特に生徒 B は、ＡＩの利点として「気を遣わなくてもいい」ことを挙げている。生徒 B は事前

アンケートでも人に相談するときに「相手にどう思われるか」をとても気にしていたが、その傾向自体には変

化はない。しかし、「どちらもあり」と答えていることから相談相手の選択肢に「人」が入るようになり、 

ＡＩにだけ頼るのではなく、人に頼る場面も必要であると考えるようになる変容が見られた。（資料⑩） 

５ 手だての検証 

手だて① ＡＩの共感的な返答と人の感情の違いを気付かせるために、ＡＩの基本的な仕組みについて学んだ

上で、両者の返答の感じ方を比較する場を設定する。 

 有効であったと考える。実践の様子でも触れたように、生徒Ａの第２時の記述（※１）にある「（ＡＩのや

さしさは）本当の優しさではないんじゃないかな」や、生徒Ｂの第２時の記述（※２）にある「ＡＩは多分悩

みを言われたら解決させようとしていそう」「人間は解決より…相談にのってあげる」「人間っぽい返事は疑問

形が多く、ＡＩっぽい返事では疑問形の返事が多い」から分かるように、ＡＩと人の感情や悩み相談への対応

の仕方には違いがあり、ＡＩは「やさしさ」と感じられるような共感的な表現をすることはできるが、人間の

「やさしさ」とは違い、経験や感情を基盤としているわけではないことに気付くことができた。 

手だて② ＡＩとの適切な関わり方を考えさせるために、人間とＡＩの特性について言語化したり、どちらに

相談するとよいか評価したりする場面を設定する。 

有効であった。生徒Ａの資料⑦「経験から意見を言う」や資料⑨の相談相手の選択、生徒Ｂの資料⑧「思い

やりの気持ちの有無」や資料⑩の相談相手の選択から、生徒はＡＩと人間の感情の違いを言語化することで、

これまで無自覚的に感じていた両者の特性を整理して認識し、特性に応じた関わり方を選択することができ

た。 

６ おわりに 

 ＡＩは私たちの生活ですでに身近なものとなっており、生徒たちには「あたりまえ」に存在しているツール

である。本実践は「人」「ＡＩ」「感情」について思考していく内容となっており、中学２年生には難しいもの

であったかもしれない。「ＡＩは感情をもつのか」という問いは、近年様々な立場から議論されている。 

一般的には「内側で本当に『感じているか』どうか」や「身体や生存と結びついた経験があるかどうか」が、

人間とＡＩの大きな違いであると考えられている。本実践でも、そういった部分に着目した生徒の言動や気づ

きが見られるなど、人間とは何か、感情とは何かといった哲学的な気づきや視点が生徒から見られた。しかし、

ＡＩと感情について考える実践は多くはなく、まだまだ研究段階である。これからの情報リテラシー教育で避

けては通れないものであると考える。生徒たちはＡＩが便利なものであると考えている。そんな生徒とＡＩが

適切な心理的な距離を保ちつつ、生活に役立てていけるような実践を、これからも考えていきたい。 

資料⑨ 生徒Ａの第３時の記述Ⅱ 資料⑩ 生徒Ｂの第３時の記述Ⅱ 

 


